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・本制度を利用することにより得られ
た効果

本制度の助成は使途の研究が限定され
ていないため、国内の研究所を訪れ、
今後の研究に関して自由にディスカッ
ションする機会をもつことができた。

植物は刻々と変化する環境に合わせ、生涯にわたりかたちづくりを続け
旺盛に成長します。私たちは、植物のかたちづくりや旺盛な成長のしく
みを分子レベルで研究しています。地球上の酸素、食物、燃料は植物の
生命活動によりつくりだされたものです。私たちの研究は、発生・分化
・成長の謎に迫るだけでなく、地球環境の保全や食糧問題の解決にもつ
ながるものです。

イネの穂につく種子数を決定するメカニズム

左は野生型イネ、右はTAWAWA1(TAW1)遺伝

子の働きが高まった突然変異体です。これ
までの研究で、TAW1遺伝子の働きに応じて

、種子数が変化することを明らかにしまし
た。今年度は、TAW1と共同して働く遺伝子

を見つけ、種子数が決定されるメカニズム
の解明に一歩近づきました。今後は、かた
ち作りの基本メカニズムと環境情報とのリ
ンク、またTAW1遺伝子の進化にも注目し研

究を進めてゆきます。


